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(57)【要約】
【課題】駆動源であるバッテリの残量が低下しても重要
な情報を可能な限り継続して表示でき、しかも、長寿命
化が実現される表示装置を提供すること。
【解決手段】携帯機１は、複数の画素の発光を介して複
数種の情報を表示する有機ＥＬ表示部１０と、駆動源で
あるバッテリ１６の残量を測定するバッテリ電圧監視部
１８と、該バッテリ１６の残量に基づいて、表示部１０
の所定の発光領域の画素を発光又は消光させるとともに
、当該発光させる画素の発光輝度を変更する画素発光制
御手段としての表示制御部１０ａ、制御部１３及び電源
制御部１７とを備えている。この画素発光制御手段は、
バッテリ１６の残量が３０％未満になったときに、同バ
ッテリ１６の残量に応じて、表示部１０の一部の発光領
域の画素を消光し、バッテリ１６の残量を表示させるた
めに必要な発光領域の画素を選択的に発光させるととも
に、同発光領域の発光輝度を低下させるようにしている
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素の発光を介して複数種の情報を表示する表示部を有する表示装置であって、
　駆動源であるバッテリの残量を測定するバッテリ残量測定手段と、該バッテリの残量に
基づいて、前記表示部の所定の発光領域の画素を発光又は消光させるとともに、当該発光
させる画素の発光輝度を変更する画素発光制御手段とを備え、該画素発光制御手段は、前
記バッテリの残量が所定量未満になったときに、同バッテリの残量に応じて、前記表示部
の一部の発光領域の画素を消光し、所望する情報を表示させるために必要な発光領域の画
素を選択的に発光させるとともに、同発光領域の発光輝度を低下させるようにしたことを
特徴とする表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の表示装置において、
　前記画素発光制御手段は、前記選択的に発光させる発光領域の発光動作を点滅させるよ
うにした表示装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の表示装置において、
　前記選択的に発光させる発光領域には、少なくともバッテリの残量状態の表示が含まれ
る表示装置。
【請求項４】
　請求項１～請求項３のいずれか一項に記載の表示装置において、
　前記バッテリの残量が前記所定量未満になるまでは、前記表示部は、初期の表示状態を
維持するようにした表示装置。
【請求項５】
　有機ＥＬ画素群の発光を介して複数種の情報を表示する有機ＥＬディスプレイ装置であ
って、
　請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の表示装置を適用し、前記各画素としてそれ
ぞれ有機ＥＬ素子を用いる有機ＥＬディスプレイ装置。
【請求項６】
　車両に搭載された各種車載機器の無線通信を通じた遠隔制御に用いられる携帯機であっ
て、
　当該車両又は携帯機に関係する複数種の情報を表示すべく、請求項５に記載の有機ＥＬ
ディスプレイ装置を具備したことを特徴とする携帯機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の画素の発光を介して複数種の情報を表示する表示部を有する表示装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、四輪車等の車両に搭載された各種車載機器を無線通信を通じて遠隔制御する
ために、当該車両の運転者によって所持される小型の携帯機や電子キーが使用されている
。
【０００３】
　この携帯機は、当該車両や携帯機に関係する各種情報を表示させるために表示部を備え
ている。このような表示部には、多様な画像（図柄）を表示できるＬＣＤ（液晶表示ディ
ヂプレイ）が通常使用されている。
【０００４】
　このような携帯機では、通常、同携帯機に搭載されたバッテリによって駆動されるもの
が殆どであり、バッテリの残量を知るため、その表示部にバッテリの残量状態の表示がな
されている。そして、運転者は、バッテリの残量が所定量より減少したことを契機として



(3) JP 2010-49101 A 2010.3.4

10

20

30

40

50

、当該携帯機を充電したり、バッテリを交換したりすることで携帯機の継続した使用を確
保している。
【０００５】
　この携帯機では、バッテリの残量が低下すると本来の遠隔制御機能が使用できなくなる
ため、バッテリ残量低下時に、表示部の動作を強制的に停止させることにより、電力消費
量を低減させる場合がある。
【０００６】
　しかし、表示部の動作が停止すると、バッテリの残量を知ることができなくなるばかり
か、当該表示部の停止が、携帯機や表示部の故障によるものか、バッテリの残量が低下し
たことによるものかを判別することもできなくなる。
【０００７】
　また、表示部において、他の各種情報の表示とともに、バッテリの残量状態の表示を継
続して行わせるようにすると、バッテリの消耗が加速され、本来の遠隔制御機能が使用で
きなくなるまでの時期が早められる問題がある。
【０００８】
　これに対し、携帯機のようなバッテリ搭載装置において、当該バッテリの残量が所定量
以下となった場合に、該残量の低下に応じて、複数の機能を選択的に停止し、必要な機能
を最後まで実行可能とする技術が知られている（例えば、特許文献１を参照）。
【０００９】
　この技術によれば、携帯機のバッテリの残量が所定量以下となった場合に、表示部にお
いて、バッテリの残量状態の表示以外の各種情報の表示を選択的に停止することで、当該
バッテリの残量状態の表示を最後まで実行可能とすることができる。
【００１０】
　ところで、近年、有機材料から成る発光素子に電圧をかけて発光させる有機ＥＬディス
プレイ装置が、低い消費電力で高い発光輝度で発光する利点を有しており、且つ、薄型化
も容易に実現できることから、このような携帯機に利用されつつある。
【特許文献１】実用新案登録第３０６４３１４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、このような有機ＥＬディスプレイ装置について、前述した技術によって
バッテリの残量状態の表示を最後まで実行させるようにすれば、当該発光領域の発光素子
は、発光（使用）を繰り返すうちに化学的に劣化し、当該発光領域の劣化が他の発光領域
よりも促進されてしまい、発光領域によって劣化の度合が異なるようになる（発光特性に
バラツキを生じる）とともに、携帯機の（表示部の）寿命が低下してしまう。
【００１２】
　本発明は、上記問題点を解決するためになされたものであって、その目的は、駆動源で
あるバッテリの残量が低下しても重要な情報を可能な限り継続して表示でき、しかも、長
寿命化が実現される表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記問題点を解決するために、請求項１に記載の発明は、複数の画素の発光を介して複
数種の情報を表示する表示部を有する表示装置であって、駆動源であるバッテリの残量を
測定するバッテリ残量測定手段と、該バッテリの残量に基づいて、前記表示部の所定の発
光領域の画素を発光又は消光させるとともに、当該発光させる画素の発光輝度を変更する
画素発光制御手段とを備え、該画素発光制御手段は、前記バッテリの残量が所定量未満に
なったときに、同バッテリの残量に応じて、前記表示部の一部の発光領域の画素を消光し
、所望する情報を表示させるために必要な発光領域の画素を選択的に発光させるとともに
、同発光領域の発光輝度を低下させるようにしたこと、を要旨とする。
【００１４】
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　同構成によれば、バッテリの残量が所定量未満になったときに、同バッテリの残量に応
じて、前記表示部の一部の発光領域の画素を消光し、バッテリの残量等の所望する情報を
表示させるために必要な発光領域を選択的に発光させることで、バッテリの残量が低下し
ても、当該所望する情報を可能な限り継続して表示できるようになる。しかも、当該発光
領域の発光輝度を低下させるようにしたので、同発光領域と他の発光領域の劣化度合が略
均等化され、発光特性に大きなバラツキを生じなくなるとともに、表示装置の長寿命化が
実現されるようにもなる。
【００１５】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の表示装置において、前記画素発光制御手段
は、前記選択的に発光させる発光領域の発光動作を点滅させるようにしたこと、を要旨と
する。
【００１６】
　同構成によれば、表示部において選択的に発光させる発光領域は、その発光動作を点滅
させるようにしたので、表示装置において、さらなる長寿化が実現されるとともに、当該
発光領域の発光輝度の低下に伴う視認性の悪化を抑制することが可能となる。
【００１７】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は請求項２に記載の表示装置において、前記選択
的に発光させる発光領域には、少なくともバッテリの残量状態の表示が含まれること、を
要旨とする。
【００１８】
　同構成によれば、表示部において、運転者にとって重要な情報であるバッテリの残量を
可能な限り継続して表示することができる。
　請求項４に記載の発明は、請求項１～請求項３のいずれか一項に記載の表示装置におい
て、前記バッテリの残量が前記所定量未満になるまでは、前記表示部は、初期の表示状態
を維持するようにしたこと、を要旨とする。
【００１９】
　同構成によれば、バッテリの残量が前記所定量未満になるまでは、表示部は、初期の表
示状態を維持するので、当該表示部をバッテリの残量が前記所定量未満になる非常時にの
み、表示部の一部の発光領域の画素を消光し、所望する情報を表示させるために必要な発
光領域を選択的に発光させる非定常動作をさせることができる。
【００２０】
　請求項５に記載の発明は、有機ＥＬ画素群の発光を介して複数種の情報を表示する有機
ＥＬディスプレイ装置であって、請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の表示装置を
適用し、前記各画素としてそれぞれ有機ＥＬ素子を用いること、を要旨とする。
【００２１】
　同構成によれば、請求項１～請求項４のいずれか一項の表示装置を、有機材料から成り
、発光によって劣化が促進される有機ＥＬ素子を画素として用いる有機ＥＬディスプレイ
装置に適用するので、当該有機ＥＬディスプレイ装置において、バッテリの残量が低下し
ても所要する情報を可能な限り継続して表示できるとともに、有機ＥＬ素子の劣化が抑制
され、長寿命化が実現されるようにもなる。
【００２２】
　請求項６に記載の発明は、車両に搭載された各種車載機器の無線通信を通じた遠隔制御
に用いられる携帯機であって、当該車両又は携帯機に関係する複数種の情報を表示すべく
、請求項５に記載の有機ＥＬディスプレイ装置を具備したこと、を要旨とする。
【００２３】
　同構成によれば、車両に搭載された各種車載機器の無線通信を通じた遠隔制御に用いら
れる携帯機において、当該車両又は携帯機に関係する複数種の情報を表示すべく、請求項
５に記載の有機ＥＬディスプレイ装置を具備したので、当該携帯機において、有機ＥＬデ
ィスプレイ装置の利点を活かしつつ、バッテリの残量が低下しても、所望する情報を可能
な限り継続して表示できるとともに、各画素を構成する有機ＥＬ素子の劣化が抑制され、
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長寿命化が実現されるようになる。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明の表示装置によれば、駆動源であるバッテリの残量が低下しても所望する情報を
可能な限り継続して表示でき、しかも、長寿命化が実現されるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、本発明を具体化した実施形態について図面に従って説明する。
＜第１実施形態＞
　図１に示すように、本実施形態の携帯機１は、車両２に搭載され、アンテナ２１ａを有
する車載通信装置２１との間で所定周波数の電波を介した無線通信を行うことにより、同
車両２に搭載されたエンジン始動・停止装置やドアの施解錠装置等の各種車載機器２２の
遠隔制御を行うものである。
【００２６】
　同携帯機１は、有機ＥＬ画素群を構成した表示部としての有機ＥＬ表示部（有機ＥＬデ
ィスプレイ）１０と、ロウドライバ１１を介して各走査線を周期的に走査しながら所定の
信号線にカラムドライバ１２を介して電流信号を与え、各発光素子を発光又は消光させる
制御部（制御回路）１３とを備えている。ここで、有機ＥＬ表示部１０には、マトリクス
状に配置された複数本ずつの信号線（アノード電極線）及び走査線（カソード電極線）の
各交点に、画素としての有機ＥＬ発光素子が複数形成されている。また、ロウドライバ１
１及びカラムドライバ１２によって有機ＥＬ表示部１０の表示状態を制御する表示制御部
１０ａが構成される。
【００２７】
　また、同携帯機１は、車両２の車載通信装置２１との間で無線通信を行うべくアンテナ
１４ａを有する通信部１４と、運転者のキー操作によるデータ入力を受け付けるキー操作
部１５とを備えている。
【００２８】
　このキー操作部１５に入力された入力データは、前記通信部１４から無線通信により入
力された通信データと共に、前記制御部１３を介して図示しない不揮発性メモリに記憶さ
れる。そして、同制御部１３は、当該不揮発性メモリに格納された制御プログラムを実行
し、前記入力データ、通信データ、携帯機１内の各構成部から伝送される信号、及び予め
不揮発性メモリに記憶されていた各種データを用い、前記表示制御部１０ａを介して、前
記有機ＥＬ表示部１０における各画素の発光状態を制御し、車両２又は携帯機１に関係す
る複数種の情報を表示させるように構成されている。
【００２９】
　また、同携帯機１は、その駆動源であるバッテリ１６と、同バッテリ１６から供給され
る電力（電流）から、前記表示制御部１０ａ、制御部１３、及び通信部１４で必要となる
所定の電力を生成し、当該各構成部１０ａ，１３，１４にそれぞれ供給する電源制御部１
７とを備えている。この電源制御部１７は、前記制御部１３からの指令に基づいて、所謂
デューティ制御により、前記表示制御部１０ａに供給する電力（電圧、電流）を変更可能
となっている。そしてこれにより、前記有機ＥＬ表示部１０において、発光させる画素の
発光輝度が変更される。
【００３０】
　さらに、同携帯機１は、前記バッテリ１６に電気的に接続され、同バッテリ１６の電圧
に基づき、その残量を所定のマップを使用して測定するバッテリ残量測定手段としてのバ
ッテリ電圧監視部１８を備えている。そして、同バッテリ電圧監視部１８は、前記バッテ
リ１６の残量が所定量（ここでは満充電状態１００％に対して３０％未満）以下になった
ときに、同バッテリ１６の残量に応じ、前記制御部１３に複数種（ここでは４種）のバッ
テリ残量信号Ａ～Ｄを伝送する。即ち、バッテリ１６の残量が満充電状態１００％に対し
て３０％以上の場合にバッテリ残量信号Ａ、バッテリ１６の残量が２０％以上３０％未満
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の場合にバッテリ残量信号Ｂ、バッテリ１６の残量が１０％以上２０％未満の場合にバッ
テリ残量信号Ｃ、バッテリ１６の残量が１０％未満の場合にバッテリ残量信号Ｄがバッテ
リ電圧監視部１８でそれぞれ生成される。そして、各信号Ａ～Ｄが同バッテリ電圧監視部
１８から一定周期で制御部１３に伝送される。尚、本実施形態では、前記有機ＥＬ表示部
１０、表示制御部１０ａ、制御部１３、バッテリ１６、電源制御部１７、及び、バッテリ
電圧監視部１８によって有機ＥＬディスプレイ装置（表示装置）が構成される。
【００３１】
　そして、同制御部１３は、各バッテリ残量信号Ａ～Ｄに基づいて、前記電源制御部１７
に指令を伝送して前記表示制御部１０ａに供給する電力（電圧、電流）を変更させる。こ
れにより、有機ＥＬ表示部１０において、発光させる画素の発光輝度が変更される。
【００３２】
　即ち、本実施形態では、前記表示制御部１０ａ、制御部１３及び電源制御部１７によっ
て、画素発光制御手段が構成される。そして、この画素発光制御手段によって、前記バッ
テリ１６の残量（各バッテリ残量信号Ａ～Ｄ）に基づいて、前記有機ＥＬ表示部１０の所
定の発光領域の画素を発光又は消光させるとともに、当該発光させる画素の発光輝度、換
言すれば、消費電力を変更可能となっている。
【００３３】
　また、同制御部１３は、各バッテリ残量信号Ａ～Ｄに基づいて、前記表示制御部１０ａ
のロウドライバ１１に指令を伝送して前記各走査線を間欠的に（所定時間間隔をおいて）
走査させる。これにより、有機ＥＬ表示部１０において、発光させる画素の発光動作を所
定周期で点滅させることが可能となっている。
【００３４】
　本実施形態の携帯機１は、以上のように構成され、以下、図２に示すフローチャートを
参照しながら、その作用（動作）について説明する。
　本動作において、前記表示制御部１０ａ、制御部１３及び電源制御部１７から構成され
る画素発光制御手段は、前記バッテリ１６の残量が所定量である３０％未満になったとき
に、同バッテリ１６の残量に応じ、前記有機ＥＬ表示部１０の一部の発光領域の画素を消
光し、車両２の運転者が所望する情報であるバッテリ１６の残量等を表示させるために必
要な発光領域の画素を選択的に発光させるとともに、同発光領域の発光輝度を低下させて
いる。尚、図２に示す動作フローは、前記制御部１３において制御プログラムによって実
行されるものである。
【００３５】
　即ち、図２に示すように、ステップＳ１において、バッテリ電圧監視部１８から制御部
１３にバッテリ残量信号Ａが入力されている場合（バッテリ１６の残量が満充電状態１０
０％に対して所定量である３０％以上の場合）には、肯定（ＹＥＳ）とされ、有機ＥＬ表
示部１０は、消費電力の大きい初期表示状態Ｄ１となる。即ち、有機ＥＬ表示部１０には
、その発光領域に、図柄ａ～ｅ、即ち、日付・時刻ａ、車両２の施解錠状態ｂ（同図では
解錠状態）、車両２のドアの開閉状態ｃ（同図では開放状態）、車両２の燃料の残量状態
ｄ（同図では、中レベル状態）、及び、バッテリ１６の残量状態ｅ（同図では、高レベル
状態）が表示されている。一方、同ステップＳ１において、バッテリ電圧監視部１８から
バッテリ残量信号Ｂ、バッテリ残量信号Ｃ、又はバッテリ残量信号Ｄが入力されている場
合には、否定（ＮＯ）とされ、ステップＳ２に移行する。
【００３６】
　続くステップＳ２において、バッテリ電圧監視部１８からバッテリ残量信号Ｂが入力さ
れている場合（バッテリ１６の残量が２０％以上３０％未満の場合）には、肯定（ＹＥＳ
）とされ、有機ＥＬ表示部１０は、消費電力が中の第１表示状態Ｄ２となる。即ち、有機
ＥＬ表示部１０には、所望する情報として、車両２の施解錠状態ｂ（同図では解錠状態）
、車両２のドアの開閉状態ｃ（同図では開放状態）、及び、バッテリ１６の残量状態ｅ（
同図では、中レベル状態）が表示されている。ここでは、初期表示状態Ｄ１において発光
状態となっていた発光領域、即ち、有機ＥＬ表示部１０において、日付・時刻ａ、及び、
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車両２の燃料の残量状態ｄを表示させるための発光領域の画素については、消光されてい
る。また、このとき、制御部１３は、電源制御部１７に指令を伝送して表示制御部１０ａ
に供給する電力を低下させている。これにより、有機ＥＬ表示部１０において、発光させ
る画素の発光輝度が所定レベルに低下される。一方、同ステップＳ２において、バッテリ
電圧監視部１８からバッテリ残量信号Ｃ又はバッテリ残量信号Ｄが入力されている場合に
は、否定（ＮＯ）とされ、ステップＳ３に移行する。
【００３７】
　続くステップＳ３において、バッテリ電圧監視部１８からバッテリ残量信号Ｃが入力さ
れている場合（バッテリ１６の残量が１０％以上２０％未満の場合）には、肯定（ＹＥＳ
）とされ、有機ＥＬ表示部１０は、消費電力が小の第２表示状態Ｄ３となる。即ち、有機
ＥＬ表示部１０には、所望する情報として、バッテリ１６の残量状態ｅ（同図では、低レ
ベル状態）及び注意喚起マークｆが表示されている。ここでは、第１表示状態Ｄ２におい
て発光状態となっていた発光領域、即ち、有機ＥＬ表示部１０において、車両２の施解錠
状態ｂ、及び、車両２のドアの開閉状態ｃを表示させるための発光領域の画素については
消光されている。また、このとき、表示制御部１０ａに供給される電力は低下されており
、有機ＥＬ表示部１０において、発光させる画素の発光輝度は所定レベルに低下されたま
まとなっている。一方、同ステップＳ３において、バッテリ電圧監視部１８からバッテリ
残量信号Ｄが入力されている場合（バッテリ１６の残量が１０％未満の場合）には、否定
（ＮＯ）とされ、ステップＳ４に移行する。
【００３８】
　ステップＳ４においては、携帯機１の表示機能が停止され、つまり、電源制御部１７に
おいて、デューティ比が０％となり、前記表示制御部１０ａに供給する電力を０（ゼロ）
Ｗとする。そしてこれにより、有機ＥＬ表示部１０の動作が停止する。
【００３９】
　本実施形態によれば、以下のような作用・効果を得ることができる。
　（１）バッテリ１６の残量が所定量である３０％未満になったときに、同バッテリ１６
の残量に応じ、有機ＥＬ表示部１０の一部の発光領域の画素を消光し、所望する情報であ
るバッテリ１６の残量状態ｅ等を表示させるために必要な発光領域を選択的に発光させる
ことで、バッテリ１６の残量が低下しても、当該所望する情報を可能な限り継続して表示
できるようになる。しかも、当該発光領域の発光輝度を低下させるようにしたので、同発
光領域と他の発光領域の劣化度合が略均等化され、発光特性に大きなバラツキを生じなく
なるとともに、有機ＥＬディスプレイ装置の長寿命化が実現されるようにもなる。
【００４０】
　（２）有機ＥＬ表示部１０において、運転者にとって重要な情報であるバッテリ１６の
残量状態ｅを可能な限り継続して表示することができる。
　（３）バッテリ１６の残量が３０％未満になるまでは、有機ＥＬ表示部１０は、初期表
示状態Ｄ１を維持するので、当該表示部１０をバッテリ１６の残量が３０％未満になる非
常時にのみ、有機ＥＬ表示部１０の一部の発光領域の画素を消光し、所望する情報である
バッテリ１６の残量状態ｅ等を表示させるために必要な発光領域を選択的に発光させる非
定常動作をさせることができる。
【００４１】
　（４）有機材料から成り、発光によって劣化が促進される有機ＥＬ素子を画素として用
いる有機ＥＬディスプレイ装置において、バッテリ１６の残量が低下しても所望する情報
であるバッテリ１６の残量状態ｅ等を可能な限り継続して表示できるとともに、各画素を
構成する有機ＥＬ素子の劣化が抑制され、長寿命化が実現されるようにもなる。
【００４２】
　（５）携帯機１において、有機ＥＬディスプレイ装置の利点を活かしつつ、バッテリ１
６の残量が低下しても、所要する情報であるバッテリ１６の残量状態ｅを可能な限り継続
して表示できるとともに、各画素を構成する有機ＥＬ素子の劣化が抑制され、長寿命化が
実現されるようになる。
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＜第２実施形態＞
　本実施形態の携帯機１ａは、第１実施形態の携帯機１（図１参照）と同様な構成であり
、対応する部分に同一の符号を付してその説明を省略する。
【００４３】
　以下、図３に示すフローチャートを参照しながら、その作用（動作）について説明する
。
　本動作において、前記画素発光制御手段は、前記バッテリ１６の残量が所定量である３
０％未満になったときに、同バッテリ１６の残量に応じ、前記有機ＥＬ表示部１０の一部
の発光領域の画素を消光し、車両２の運転者が所望する情報であるバッテリ１６の残量等
を表示させるために必要な発光領域の画素を選択的に発光させるとともに、同発光領域の
発光輝度を低下させ、且つ同発光領域の発光動作を所定周期で点滅させている。尚、図３
に示す動作フローは、前記制御部１３において制御プログラムによって実行されるもので
ある。
【００４４】
　即ち、図３に示すように、ステップＳ１１において、バッテリ電圧監視部１８から制御
部１３にバッテリ残量信号Ａが入力されている場合（バッテリ１６の残量が満充電状態１
００％に対して所定量である３０％以上の場合）には、肯定（ＹＥＳ）とされ、有機ＥＬ
表示部１０は、消費電力の大きい初期表示状態Ｄ１１となる。即ち、有機ＥＬ表示部１０
には、その発光領域に、図柄ａ～ｅ、即ち、日付・時刻ａ、車両２の施解錠状態ｂ（同図
では解錠状態）、車両２のドアの開閉状態ｃ（同図では開放状態）、車両２の燃料の残量
状態ｄ（同図では、中レベル状態）、及び、バッテリ１６の残量状態ｅ（同図では、高レ
ベル状態）が表示されている。一方、同ステップＳ１１において、バッテリ電圧監視部１
８からバッテリ残量信号Ｂ、バッテリ残量信号Ｃ、又はバッテリ残量信号Ｄが入力されて
いる場合には、否定（ＮＯ）とされ、ステップＳ１２に移行する。
【００４５】
　続くステップＳ１２において、バッテリ電圧監視部１８からバッテリ残量信号Ｂが入力
されている場合（バッテリ１６の残量が２０％以上３０％未満の場合）には、肯定（ＹＥ
Ｓ）とされ、有機ＥＬ表示部１０は、消費電力が中の第３表示状態Ｄ１２となる。即ち、
制御部１３によって表示制御部１０ａが制御され、有機ＥＬ表示部１０の中央部には、所
望する情報として、車両２の施解錠状態ｂ´（同図では解錠状態）が点滅表示されるとと
もに、同有機ＥＬ表示部１０には、所望する情報として、車両２のバッテリ１６の残量状
態ｅ（同図では、中レベル状態）が点滅表示されている。ここでは、初期表示状態Ｄ１１
において発光状態となっていた発光領域、即ち、有機ＥＬ表示部１０において、日付・時
刻ａ、車両２の施解錠状態ｂ、車両２のドアの開閉状態ｃ、及び、車両２の燃料の残量状
態ｄを表示させるための発光領域の画素については、消光されている。また、このとき、
制御部１３は、電源制御部１７に指令を伝送して表示制御部１０ａに供給する電力を低下
させている。これにより、有機ＥＬ表示部１０において、発光させる画素の発光輝度が所
定レベルに低下される。一方、同ステップＳ１２において、バッテリ電圧監視部１８から
バッテリ残量信号Ｃ又はバッテリ残量信号Ｄが入力されている場合には、否定（ＮＯ）と
され、ステップＳ１３に移行する。
【００４６】
　続くステップＳ１３において、バッテリ電圧監視部１８からバッテリ残量信号Ｃが入力
されている場合（バッテリ１６の残量が１０％以上２０％未満の場合）には、肯定（ＹＥ
Ｓ）とされ、有機ＥＬ表示部１０は、消費電力が小の第４表示状態Ｄ１３となる。即ち、
有機ＥＬ表示部１０の中央部には、所望する情報として、バッテリ１６の残量状態ｅ´（
同図では、低レベル状態）が点滅表示されている。ここでは、第３表示状態Ｄ１２におい
て発光状態となっていた発光領域、即ち、有機ＥＬ表示部１０において、車両２の施解錠
状態ｂ´、及び、バッテリ１６の残量状態ｅを表示させるための発光領域の画素について
は、有機ＥＬ表示部１０において消光されている。また、このとき、表示制御部１０ａに
供給される電力は低下されており、有機ＥＬ表示部１０において、発光させる画素の発光
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輝度は所定レベルに低下されたままとなっている。一方、同ステップＳ１３において、バ
ッテリ電圧監視部１８からバッテリ残量信号Ｄが入力されている場合（バッテリ１６の残
量が１０％未満の場合）には、否定（ＮＯ）とされ、ステップＳ１４に移行する。
【００４７】
　ステップＳ１４においては、携帯機１ａの表示機能が停止され、つまり、電源制御部１
７において、デューティ比が０％となり、前記表示制御部１０ａに供給する電力を０（ゼ
ロ）Ｗとする。そしてこれにより、有機ＥＬ表示部１０の動作が停止する。
【００４８】
　本実施形態によれば、第１実施形態による作用・効果に加え、さらに以下のような作用
・効果を得ることができる。
　（６）有機ＥＬ表示部１０において選択的に発光させる発光領域は、その発光動作を所
定周期で点滅させるようにしたので、有機ＥＬディスプレイ装置において、さらなる長寿
化が実現されるとともに、当該発光領域の発光輝度の低下に伴う視認性の悪化を抑制する
ことが可能となる。
【００４９】
　尚、上記実施形態は以下のように変形してもよい。
　・上記実施形態では、本発明の技術的思想を有機ＥＬディスプレイ装置に適用した。し
かしこれに限られず、本発明の技術的思想は、その他の方式のディスプレイ装置（表示装
置）であって複数の画素の発光を介して複数種の情報を表示する表示部を有するもの、例
えば、液晶ディスプレイ装置やプラズマディスプレイ装置にも適用可能である。さらには
、本発明の技術的思想は、ＬＥＤを画素とし、該ＬＥＤを複数個用いて複数種の情報を表
示するディスプレイ装置にも適用することができる。
【００５０】
　・上記実施形態では、有機ＥＬ表示部１０（表示部）を、直交させたアノード及びカソ
ード電極線にタイミングを合わせて電流を流すことでその交点の各画素を順次駆動する所
謂パッシブ駆動としたが、これに限られず、ＴＦＴ（薄膜トランジスタ）等のアクティブ
素子を各画素に配置して駆動する所謂アクティブ駆動としてもよい。
【００５１】
　・上記実施形態では、本発明の技術的思想を具現化した有機ＥＬディスプレイ装置を、
車両２に搭載された各種車載機器２２の無線通信を通じた遠隔制御に用いられる携帯機１
又は１ａに搭載した。しかしこれに限られず、本発明の技術的思想を具現化した有機ＥＬ
ディスプレイ装置は、その他の通信機器、例えば、携帯電話や携帯情報端末（ＰＤＡ）等
に搭載することも可能である。
【００５２】
　・上記実施形態では、有機ＥＬ表示部１０において選択的に発光させる発光領域には、
少なくともバッテリ１６の残量状態ｅの表示が含まれるようにした。しかしこれに限られ
ず、選択的に発光させる発光領域に少なくとも（最後まで）含まれる情報としては、その
他情報、例えば、車両２の施解錠状態ｂや車両２のドアの開閉状態ｃが含まれるようにし
てもよい。
【００５３】
　・上記実施形態では、バッテリ１６の残量が所定量である３０％未満になるまでは、有
機ＥＬ表示部１０は、初期表示状態Ｄ１又はＤ１１を維持するようにした。しかしこれに
限られず、例えば、所定量を２０％とし、バッテリ１６の残量が該所定量である２０％未
満になるまでは、有機ＥＬ表示部１０は、初期表示状態Ｄ１又はＤ１１を維持するように
してもよい。このように、所定量は、携帯機１が車載通信装置２１と無線通信を行うため
に必要なバッテリ１６の残量として想定される２０％以上３０％以下の範囲で任意に設定
することができる。このような範囲に所定量を設定しておくことで、バッテリ１６が無線
通信が不可能になる可能性が高まる残量になったときに、有機ＥＬ表示部１０は、その一
部の発光領域の画素を消光する節電状態となるので、携帯機１を車載通信装置２１と無線
通信を行いうる状態を可能な限り長引かせることができる。
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【００５４】
　・上記実施形態では、有機ＥＬ表示部１０に表示される複数種の情報は、それぞれ当該
情報を象徴する図柄ａ～ｅにより構成した。しかしこれに限られず、有機ＥＬ表示部１０
において選択的に発光させる発光領域には、各図柄ａ～ｅによる情報の提示を損なうこと
がないように、少なくとも当該各図柄ａ～ｅの輪郭が含まれるように構成してもよい。
【００５５】
　さらに、前記した実施形態および変形例より把握できる技術的思想について以下に記載
する。
　○表示装置において、前記複数種の情報は、それぞれ当該情報を象徴する図柄により構
成され、前記選択的に発光させる発光領域には、各図柄による情報の提示を損なうことが
ないように、少なくとも当該各図柄の輪郭が含まれるようにした表示装置。
【００５６】
　同構成によれば、選択的に発光させる発光領域には、各図柄による情報の提示を損なう
ことがないように、少なくとも当該各図柄の輪郭が含まれるので、バッテリの残量が低下
しても、各図柄の輪郭の表示によって、当該複数種の全ての情報を可能な限り継続して表
示できるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本発明の実施形態に係る有機ＥＬ表示部を有する携帯機、及び、車両から構成さ
れる通信システムを示す機能ブロック図。
【図２】本発明の第１実施形態に係る有機ＥＬ表示部の動作フローを示すフローチャート
図。
【図３】本発明の第２実施形態に係る有機ＥＬ表示部の動作フローを示すフローチャート
図。
【符号の説明】
【００５８】
　１，１ａ…携帯機、２…車両、１０…有機ＥＬ表示部（表示部）、１６…バッテリ、１
８…バッテリ電圧監視部。



(11) JP 2010-49101 A 2010.3.4

【図１】 【図２】

【図３】



(12) JP 2010-49101 A 2010.3.4

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   5/00    ５５０Ｃ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１２Ｂ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６７０Ｃ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｑ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｗ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/30    　　　Ｋ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ          　　　　　



专利名称(译) 显示装置，有机EL显示装置和便携式装置

公开(公告)号 JP2010049101A 公开(公告)日 2010-03-04

申请号 JP2008214456 申请日 2008-08-22

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社东海理化电机制作所

申请(专利权)人(译) 株式会社东海理化电机制作所

[标]发明人 三村裕紀

发明人 三村 裕紀

IPC分类号 G09G3/30 G09G3/20 G09G5/00 H01L51/50

FI分类号 G09G3/30.J G09G3/20.611.A G09G3/20.642.Z G09G3/20.670.J G09G5/00.510.H G09G5/00.550.C 
G09G3/20.612.B G09G3/20.670.C G09G3/20.680.Q G09G3/20.680.W G09G3/30.K H05B33/14.A 
G09G3/3216 G09G3/3233 G09G3/3266 G09G3/3275

F-TERM分类号 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/BB08 3K107/CC21 3K107/EE66 3K107/HH04 5C080/AA06 5C080
/BB05 5C080/DD26 5C080/DD29 5C080/EE18 5C080/FF11 5C080/FF12 5C080/JJ01 5C080/JJ02 
5C080/JJ07 5C082/AA14 5C082/AA21 5C082/BA12 5C082/MM03 5C082/MM09 5C182/AA02 5C182
/AA03 5C182/AB08 5C182/AB25 5C182/AC03 5C182/BA37 5C182/CA01 5C182/CA54 5C182/CB47 
5C182/DA41 5C182/DA66 5C380/AA01 5C380/AA03 5C380/AB05 5C380/AB06 5C380/AB27 5C380
/AC02 5C380/AC11 5C380/AC12 5C380/AC13 5C380/BA03 5C380/BA31 5C380/BD07 5C380/BD11 
5C380/BD12 5C380/BD16 5C380/CA53 5C380/CB31 5C380/CE02 5C380/CE03 5C380/CE08 5C380
/CE21 5C380/CF05 5C380/CF61 5C380/CF66 5C380/DA02 5C380/DA19 5C380/DA21 5C380/DA24 
5C380/DA25 5C380/DA41 5C380/DA57 5C380/DA58 5C380/FA02

代理人(译) 昂达诚

外部链接 Espacenet

摘要(译)

A还降低作为驱动源可连续地重要的信息被显示出来，而且，能够提供一
种长寿命，实现显示装置的电池的剩余量。 有机EL显示单元，其通过多
个像素的发光显示多种类型的信息，电池电压监视单元，其测量作为驱
动源的电池的剩余量，基于电池16的剩余量，在显示单元10的预定发光
区域中的光发射或淬火像素一起，像素发光控制的显示控制单元10a用于
改变该像素的发光亮度为发光时，控制器13和电源控制单元17。的像素
的发光控制装置，当电池16的剩余量小于30％时，根据电池16的剩余量
以淬灭在显示单元10的发光区域的一部分的像素，电池16选择性地使显
示剩余量所需的发光区域中的像素发光，并且降低相同发光区域中的发
光亮度。 点域1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/dcbc496b-de03-497a-a576-7e550f2ab0fd
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/042066221/publication/JP2010049101A?q=JP2010049101A

